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ひかり

進むべき道 事務局長 浅野 尚美

広報誌『ひかり』となってもう2回目の発行。過ぎていく日々はも

のすごく早く感じます。

サポートセンターつぼみが誕生して、３回目の夏休みを終えまし

た。毎日毎日いろんなことに挑戦、失敗の繰り返しでした。

初めは職員募集をしても、ボロボロの民家のつぼみ。応募があっ

ても建物を見て辞退ということばかりでした。現在、働いて下って

いる職員たちも「ここで働いて本当に大丈夫か？」と不安だったそ

うです（笑）今もあまり変わり映えはしてませんが・・・よくぞ働

いて下さいました。

それが現在、一般社団法人光陽福祉会となり、２７人の職員と共

に奮起する日々を送っています。3人から始まった『いつ潰れるかわ

からない法人』でしたが、志は高く常に挑戦をしてきたように思い

ます。「どんな時もある」という言葉は私の口癖です。

だからこそ、常に挑戦していきたいと思う。１つの揺るがない目

的があるならば、進むべき道は進みながら形を変えていけばいい。

この形でないといけないという決まりはないはず。であるならば、

光陽福祉会の進むべき道は「どんな時も挑戦」という道でいきたい。

１つの経験が、１つの成功が腰を重くするのであればきっと経験

でも成功でもないのだと思う。ただの勘違い。

「どんな時もある」「どんな時も挑戦」

一般社団法人光陽福祉会は、変化と進化を遂げながら進むべき

道を模索していきたいと考えます。



サポートセンターつぼみ
小学生の部

リトミック

みんなで音をつないで楽しんでいますランチタイム

お弁当の時間がなにより楽しみ 笑顔がいっぱい

ホテルバイキング

「マナーよく」を合言葉に
楽しく食事をしてきました

調理実習・五感刺激

カレーライス・冷やしうどん・ハンバーグ
がんばって作ったからおいしかったよ

乗車訓練

緊張したけれど頑張ったよ
バスにも電車にも乗りました



サポートセンターつぼみ
中高生の部

制作活動

長さを意識して４センチの印つけ
とっても集中して取り組みました
組み立ても向きに注意して完成
達成感を味わう事が出来ました

調理実習・五感刺激

ランチタイム

おいしくいただきました お母さんありがとう

カレーライス・冷やしうどん・ハンバーグ・・・
とたくさんの調理に挑戦しました 難しかった事もあったけれど楽しみを持ちながら頑張
りぬく事ができました なにより嬉しかったのは「おいしかった」のみんなからの言葉だ
ったと思います

乗車訓練
緊張しながら挑戦した券売機での
切符購入タッチパネルを一つ一つ
確認しながら押し買うことが
出来ました自動改札機を通る時は
切符の取り忘れに注意し通ってい
ます

自販機詰め込み
作業体験



働くすがた
～社会人としての自覚～

暑い８月を迎えました。そんな８月、ＴＧＷで働く子ども達には、様々な

変化がありました。そして彼らの“社会人”としての成長と意識を感じられ

た一ヶ月でした。

まず大きな変化として、勤務時間が６時間から８時間となりました。朝の

開始が１５分早くなったことで、電車の時刻も変えなければいけない。「何

分前に着けばいいですか？」・・・当たり前の一つ一つの事をジョブ、ＴＧ

Ｗの方々、そしてご家族、彼らが働く８時間のために調整していくところか

らのスタートでした。正直『８時間 今までより２時間“も”長くなる。』

という漠然とした不安もありました。しかし、彼らにとっての２時間は私た

ちが考えるほど大変なものではなかったようです。ガスケットチームの変更

と清掃チームの中から２名の異動もあり、実質的には８月３日よりスタート

しました。勤務終了時刻までにそれぞれが自分の仕事に向かう姿勢ができて

いました。彼らの持つ力を改めて感じました。

そして８月はみんなが楽しみにしている夏季休暇（１０日間）がありまし

た。休みに入る前、ジョブと彼らは約束をしました。『休み明けの日は必ず

仕事にくること。それが社会人としての約束』。休み明け、休み前の動きを

覚えているか、元気にきてくれるか・・・など少しの不安もありました。彼

らにとって社会人として初めての夏休み。家庭での過ごし方も様々だったよ

うです。しかし、その不安も飛んでいってしまうほど、彼らは朝元気に出勤

してくれました。旅行に行ってお土産を嬉しそうに持ってくる子、一人ひと

りに声をかけて挨拶をする子、家族・兄弟がまだ夏休みなのに「自分だけが

仕事」との思いを持って来た子、いろいろでしたが、朝礼の時間には、“仕

事モード”に切り替え。休み明けは、清掃・ガスケットラインともに休み前

の動きを超えるほどの集中力・頑張りを見せてくれました。また彼らの社会

人としての意識の高さと意欲が伝わりました。

もうすぐ９月。入社式を迎え、１７名全てが社員となります。変化もある

今だからこそ、彼らがまた成長するチャンスです。一緒に頑張っていきたい

と思います。



愛西市の子ども達の様子

２学期に向けて・・・ コーディネーター 金田 眞有美

今年の夏は、猛暑と言われていますが、皆さんお元気です

か？

特別支援学級の子ども達もこの猛暑の中、汗をびっしょり

かきながら、夏休みの出校日に元気よく登校して来ました。

私達、支援員の顔を見るなり、学校のプールに通って泳げる

ようになった事。頑張って早起きをしてラジオ体操に行って

いること。また、家族と旅行に行ったことなど、真っ黒にな

った体がひとまわりもふたまわりも大きくなり、キラキラと

輝かせた笑顔でとてもうれしそうに話してくれました。

私達大人も、子どもの頃の夏休みといえば、家族や友達と

の楽しい思い出ばかりがよみがえってきます。夏休みこそ、

家族の絆が深まる時かもしれません。宿題もたっぷり出てい

るとは思いますが、それよりこの時にしかできない体験をい

ろいろとしていってもらいたいと思います。

私達、支援員も夏休みの中で成長した子ども達と、また

2学期より、１歩づつ、少しづつ、前進していけるよう、二

人三脚で共感していきたいと思います。



今月の予定

編集後記

夏も終わりに近付いているというのに、まだまだ暑い毎日が続きギ

ラギラの太陽は主役を降りる気配はないようですね。でも今年の夏は

天候にも恵まれ思いっきり夏を満喫できたのではないでしょうか。

さてこの暑さを乗り切り頑張った子ども達の成長を、これからひと

つひとつ見つけ出し共に喜び合い次の目標に向って取り組んで行きた

いと思います。

サポートセンターつぼみ

【児童デイサービス】

９月 ２日（木）より つぼみカフェ（小学部）

９月 ６日（月）より ミーティング後のお茶だし(中高生)
９月１４日（火） おじいちゃん・おばあちゃんへ

プレゼント作り（小学部）

９月１７日（金） おはぎ作り（小・中高生）

【移動支援】

乗馬・プール・自転車を通じて活動します

ＴＧＷジョブコーチ

９月 １日（水） 入社式（５名）

愛西市特別支援教育支援員

９月 １日（水） 始業式

９月１６日（木） 学校祭 立田中学校

９月１７日（金） 学校祭 立田中学校

９月１８日（土） 運動会 草平小学校

立田北部小学校

９月２５日（土） 運動会 佐屋西小学校

八輪小学校


